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◆地図表記◆ 
 日本学生オリエンテーリング選手権大会（以下インカレ）実施規則のとおり、ＩＯＦ
の「国際オリエンテーリング地図規定」に従う。ただし、「国際オリエンテーリング地図
規定」に規定されていなく、インカレで用いる地図表記については大会コントローラー
の同意を得て、その凡例をモデルイベントの地図に掲載する。 
 
 
◆テレインの概要◆ 
・クラシック 
 地形は、全体的に尾根・沢がはっきりしており、複雑な地形は少ない。斜面は急峻
なところが多く、緩やかな斜面の部分は少ない。植生は、大部分が針葉樹林で占めら
れているため、見通し・走行可能度とも良い。しかし、倒木・下草で走行速度が低下
するところもある。テレイン内には、耕作地や民家も存在し、その周辺部には舗装さ
れた道路も存在するが、山林の中の小道・小径はあまり発達していない。また、走行
の障害となるような岩石地は見られない。 
・リレー 
 地形は、小さな山塊からなり、全体的には尾根・沢がはっきりしているが、細部で
は侵食により比較的複雑なところもある。植生は、全体的に針葉樹林で占められてい
るが、広葉樹林も存在する。比較的倒木・下草が多く走行可能度は若干下がる。テレ
イン内に耕作地が存在し、その周辺部には道路・道が存在する。山林内にも、道は多
く存在する。また、走行の障害となるような岩石地は見られない。 

 
 
◆概略のコース距離と登距離◆ 
 

  コ ース距

離 

登距離 

クラシッ

ク 

ＭＥ 9600m 530m 

 ＷＥ 5800m 280m 

リレー ＭＥ 6700m 400m 

 ＷＥ 4500m 270m 
         ※ コース距離・登距離ともに変更の可能性がある。 
         ※ リレーは１走者あたりの数字である。 
 
 
◆コース設定者◆ 
  クラシック：水嶋孝久（1999年静岡大学卒） 
  リレー  ：羽柴公貴（1998年早稲田大学卒） 
 



 
 
◆インカレ実施規則の不適用条項と変更内容◆ 
 インカレ実施規則 1.4に基づき、理事会で承認された事項である。 
［1］実施規則の不適用条項 
① リレーでは、縮尺１万分の１の地図を用いるため、実施規則16.3における以下の内
容を不適用とし、これを削除する。 
  「クラシックとリレーには同一の縮尺が用いられる。」（要項２にて発表済） 
【参考：実施規則 16.3】 
 縮尺は１万５千分の１で、等高線間隔は５ｍとする。テレインを適切に表現す
るための、これと異なる縮尺、あるいは、等高線間隔の使用は、大会コントロー
ラーの同意を必要とする。クラシックと、リレーは同一の縮尺が用いられる。 

 
② クラシック・リレー共に、パンチングシステムとしてノルウェーEMIT社の電子パン
チングシステム(Emit Electronic Punching and Timing system)を使用するため、
実施規則22.1を不適用とし、e-cardの配布をクラシックにおいてはスタートの待機
所、リレーにおいては受付にて大会当日朝に行うこととする。これは、モデルイベ
ントおよびクラシックにおいて使用したe-cardを翌日の競技に使用する可能性があ
るためである。 
【参考：実施規則 22.1】 
 コントロールカードは、クラシック、リレーとも競技前日の代表者ミーティン
グが始まるまでに参加各校の代表者に配布される。 

 
③ クラシック・リレー共に、実施規則22.6 を不適用とし、e-cardの加工は認めない。 
【参考：実施規則 22.6】 
 コントロールカードは加工してもよい（例：書き込んだり、補強したり、ケー
スに入れるなど）。但し、コントロールカードの一部を切り落としてはならない。 
 

［2］実施規則の不適用ではないが、留意すべき事項について 
① 実施規則15.1の男子リレーの優勝時間を、優勝チームのトータル時間が２４０分と
解釈する。そのため、１競技者あたりのコース最速時間は55分程度と想定し、設定
される。 
【参考：実施規則 15.1 】 
 コースは、以下の優勝時間を想定し、設定される。 
       クラシック  リレー（各競技者） 
  男子    80分    60分 
  女子    65分    45分 
 

② リレーで縮尺１万分の１の地図が用いられるのに伴い、リレーでの地図表記（実施
規則16.1）およびコース表記（実施規則17.1）の仕様を以下のように取り扱う。 
・ 地図記号（線状、点状）の仕様は、縮尺１万５千分の１仕様の１．５倍。 
・ コース表記および地図記号（面状）の仕様は、縮尺１万５千分の１仕様と同様。 
【参考：実施規則 16.1 】 
 地図はＩＯＦの「国際オリエンテーリング地図規定」に適合したものを使用す
る。特別な表記の使用は、大会コントローラーの同意を必要とする。これらの変
更点は、要項３に明記される。 
【参考：実施規則 17.1 】 
競技用地図は、以下のように表記される。 
 ・オリエンテーリングの開始地点は、正三角形（１辺７ｍｍ）。 
 ・コントロールは、円（直径５～６ｍｍ）。 
 ・ゴールは、２重同心円（直径５ｍｍと７ｍｍ）。 



 ・誘導区間は、破線。 
③ 本インカレにおいて、Emit電子パンチングシステムの使用に伴い、実施規則を以下
のように解釈することとする。 
・ 「パンチ」という用語は、電子パンチングシステムの「コントロールユニット」
を指す。 
・ 「コントロールカード」という用語は、電子パンチングシステムの「e-card」
を指す。 
・ 「記印」とは、電子的なパンチングも含まれる。 
・ 実施規則24.3では、「パンチ記印のついたあらゆるものをゴール役員に手渡
す。」とあるが、バックアップラベルを紛失しても、e-cardの電子的記録により
完走が認められる場合は失格としない。 
【参考：実施規則 24.3 】 
計時線を通過した競技者は、コントロールカードと、パンチ記印のついたあら
ゆるもの（例：コントロールカードケースなど）をゴール役員に手渡す。リレー
では、地図とコントロール位置説明表も手渡す。 
 

④実施規則25.6では、リレーの競技時間を超えたチームは参考記録となるが、ゴール閉
鎖時刻以後のタイム計時は行われないため、発表される成績ではゴール閉鎖時刻を越
えたチームのチーム記録は表示されない。 
【参考：実施規則 25.6 】 
 競技時間は、クラシックでは３時間までとする。この時間を超えた競技者は失
格とする。リレーでは男子は６時間、女子は４時間３０分までとする。この時間
を超えたチームは参考記録とする。 

 
 
◆競技に関するその他の留意事項◆ 
［1］推奨トレーニングテレインについて 
 類似したテレインでのトレーニング機会として、以下のテレインを推奨する。 
①三河ＯＬＣ作成「曲り峠」（愛知県 南設楽郡作手村） 
・ 上記テレインの一部をモデルイベントに使用する予定である。（要項２にて公表
済み） 
・ モデルイベント用地図は例年通り要項４（プログラム）と同時に、2月下旬に配布
する。 
・ 2001年３月７日までの間、三河ＯＬＣ作成「曲り峠」の使用が可能である。但し
その使用に当たっては、三河ＯＬＣ（インカレ実行委員会兼）の担当者である下
記まで連絡し、その際に指示された事項を遵守の上使用すること。 

        担当者連絡先：安斎秀樹(anzai@orienteering.com) 
 
②名古屋大学大会（2001.1.7開催）に使用するテレイン（愛知県 東加茂郡下山村、南 
 設楽郡作手村、額田郡額田町） 
・ 上記テレインは名大大会終了後より使用可能となる予定である。 
・ 上記テレインの使用については、名大大会終了後～インカレ当日までインカレ実
行委員会にて管理することとし、地図の販売及び申請の受付を行う。使用にあた
ってはインカレ実行委員会の担当者である下記まで連絡し、その際に指示された
事項を遵守の上使用すること。 

        担当者連絡先：佐藤直季（satnao@d3.dion.ne.jp） 
  ＜補足＞名大大会の会場となる愛知県野外教育センターは宿泊施設であるが、大会 
   終了後～2月下旬（予定）、宿泊棟改修工事のため宿泊はできない。 
 
 
 



【推奨テレイン使用にあたっての注意事項】 
・ 立入禁止区域に隣接しているため、テレインの使用にあたっては立入禁止区域を
厳守し、移動や宿舎等の選定においても十分注意すること。また、それぞれの担
当者が推奨宿、及び使用禁止の宿について指示を行うのでそれに従うこと。 
・ 「公認愛知大会」の会場となった「鬼久保ふれあい広場」は立入禁止区域内とな
るので注意すること。 

 
［2］競技責任者の変更について 
 要項１にて発表済みの競技責任者を以下のように変更する。 
  安斉秀樹（1994年東北大学卒）→工藤浩司（1997年京都大学卒） 
 
［3］競技区域（立入禁止区域）に存在する地図の公開及び配布 
 2000年5月4日、「公認愛知大会」の会場（鬼久保ふれあい広場）内にて行われ たグ
ループ形式のオリエンテーリングに使用された地図「鬼久保ふれあい広場」 を本要項
と同時に各校に配布する。なお、本インカレにおいてもこの会場を使用する。 
 
 
◆その他◆ 
・当実行委員会では、公式ホームページを開設し、情報発信を行っている。要項等のほか
さまざまな情報を掲載していく予定である。 

http://www.orienteering.com/~ic2000/ 
・大会期間中（３月８日～３月11日）の、愛知県野外教育センター及び、立入禁止区域内
となる「鬼久保ふれあい広場」内のペンションへの宿泊を禁止する。 
・要項４（大会プログラム）の配布について 
  実施規則 5.1， 5.2に従い、大会３週間前までに要項４（大会プログラム）を各地
区学連及び日本学連事務局へ送付する。また、大会参加者に対しては2001年２月18日
に開催される早稲田大学ＯＣ大会の大会会場で、加盟校・準加盟校を単位として参加
人数分の配布を行う予定である。配布への御協力を御願いする。なお、早稲田大学Ｏ
Ｃ大会で受取ることができなかった加盟校・準加盟校には後日郵送する。 
【参考：実施規則 第５条 】 
5.1 主管者は、インカレに関する必要な情報を、要項としてすべての地区学連及 
  び日本学連事務局へ送付する。 
5.2 要項の発行時期は以下の通りとする。 
   （中略） 
  要項４（３週間前） 
  気象、スタート時刻、コース距離、登距離、特殊な位置説明、代表者ミーテ 
  ィングに関する情報、集合場所、宿泊と輸送に関する情報、裁定委員の氏名 

 
（要項３ 終わり） 

 


